
「暑さ対策」小学校委員会活動支援事業に係る報告書兼涼くまグランプリ応募用紙

※審査基準は「独創性」、「波及・汎用性」、「持続性」、児童・生徒の「主体性」の４つ（工夫して記載して下さい。）。

報告書の枠等は必要に応じて調整して下さい（無理に１枚に収める必要はありません。）。

学校名及び

代表者名

熊谷市立市田小学校 担当教諭

連絡先

１ 活動の概要

（実施した活動の概

要を委員会別に記

入して下さい。）

〇放送委員会：給食の時間に本日の予想最高気温や現在の気温、熱中症指数を

放送し、「暑さ対策」を全児童に周知

〇保健委員会：冷水器の活用 ミストシャワーの設置 塩分タブレットの配付

〇栽培委員会：スプリンクラーの設置とグリーンカーテンの手入れ、水やり

〇運動委員会：プールに人工芝マットを設置 屋内一輪車で体力ＵＰ

２ 活動の様子や

成果、工夫した

点

〇運動委員会：屋内用一輪車の配備

気温が高く、屋外での運動ができない場合に、体育館で一輪車に乗って体力ＵＰが

できるようにした。

〇栽培委員会：タイマー式散水ホースの設置、グリーンカーテンの手入れ・水やり

【活動の様子や成果】

・ホースリールを整備し、栽培委員の児童が水やりを行った。タイマー式の散水シス

テムを採用し、水やりの効率化を図った。

【工夫した点】

・じょうろだけでは水やりが大変なため、スプリンクラーやホースリールも活用した。

グリーンカーテンの手入れもし、枯れた葉はこまめに取り除き、成長を促した。

・散水用のホースは、特殊ゴム製ホースを採用し、ホース表面から水がゆっくりしみ

出し、散水することができる。給水元とホース先端の吐水量に差が少なく、均一な水

やりを行うことができた。

〇保健委員会：ミストシャワーの設置。

【活動の様子や成果】
・ミストシャワーは登校時に設置し、業間休みや昼休み、下校時に活用した。
【工夫した点】
・２か所ある児童用昇降口にそれぞれミストシャワーを設置した。委員会活動として、
担当児童が分担して、ミストシャワーを実施した。

３ 今後の課題 ・今後は、すべての委員会でそれぞれ暑さ対策の活動を実施し、全児童が自発的に関

わりを持てるような実践をしていきたい。

・学校生活の場面だけでなく、家庭でも子供達がリーダーとなって熱中症予防を実践

できるようにする。
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